







































 ＜講習実施体制＞  
実施責任者：教員免許状更新講習専門委員会委員長（教育センター長）  






(事務職員 2 名、事務補佐員 1 名 ) 
 
＜講習当日の基本運営体制＞  
○講座責任者（講座担当教員），講座担当者（事務職員 1 名）  
☆運営補助事務（必要に応じて配置）：実施事務室担当（1 名），受付補助業務（1 名），
駐車誘導担当（シルバー人材センター 依頼 1 名）  
○運営協力：米子会場（鳥取大学米子キャンパス 医学部学務・研究課長）  
倉吉会場（鳥取短期大学 教務課長）  
 
＜当日までの資料等準備補助＞  
学生部教育支援課事務補佐員（1 名）  
鳥取大学ファーストジョブ支援室（5 名）  
教員免許状更新講習専門委員会  
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表 1 更新講習受講者全体状況（単位：人） 
必修・選択合計 
（延人数） 
受講定員 受講者数 左の内訳 
県内 県外 




















































































一盛 真 100 76 60 16
米子市 微生物と人間生活 會見忠則 100 86 67 19








高田健一 40 39 28 11








谷本圭志 40 40 39 1
鳥取市 新しい中学校理科の理論と実践 高橋ちぐさ 30 15 14 1
鳥取市 新しい美術教育の理論と実践 喜久山 悟 20 20 14 6




門田眞知子 30 29 26 3
鳥取市 「日本語」の形成 榎木久薫 40 40 29 11
米子市 基礎から分かる昆虫学 中 秀司 50 49 46 3




矢部敏昭 40 35 24 11
鳥取市 歌う楽しみ，コーラスする喜び 西岡千秋 40 39 31 8
米子市 地球環境問題と森林生態系 佐野淳之 40 40 35 5
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鳥取市 社寺林から学ぶ地域の自然 永松 大 20 20 15 5
米子市 新しい数学教育の理論と実践 溝口達也 40 34 26 8

















柳原邦光 40 10 5 5








矢部敏昭 40 40 38 2
鳥取市 言葉とコンピューター 村田真樹 20 20 20 0
鳥取市 ことばと論理 田畑博敏 40 39 33 6
鳥取市 異文化コミュニケーション 筏津成一 40 40 34 6





國本真吾 30 30 28 2




小川容子 20 20 14 6
倉吉市 小学校外国語活動の理論と実践 川口康子 40 38 37 1
鳥取市 英語の歴史と英国の地名 福元広二 30 28 19 9








関 耕二 40 40 36 4
米子市 読字障害児の理解と指導 関 あゆみ 30 30 29 1
鳥取市 憲法再入門 中村英樹 50 47 30 17
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米子市 思春期の身体発育をめぐって 松本健治 30 30 29 1
米子市 新しい英語教育の理論と実践 足立和美 30 28 16 12





近藤 剛 24 22 20 2
倉吉市 食育と栄養 野津あきこ 40 40 39 1
鳥取市 地域福祉の推進と学校の役割 竹川俊夫 40 39 35 4
鳥取市 粘土の造形 石谷孝二 15 15 14 1
鳥取市 地域学入門 柳原邦光 100 61 34 27
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（時期によっては講義室確保や調整が難しい場合があるため。）  
・教室外で行う講習の期日設定（季節や天候との兼ね合い）が難しかった。 
・９月に台風が接近し，２講習の開催日を延期した。延期決定がぎりぎりになり，全受
講者への連絡完了までに時間がかかった。 
  
（３）今後検討が必要な点 
・講習中の緊急時対応（特に休日に急病人が出た場合）の速やかな対応が必要である。
（今のところ事前に鳥取県救急医療情報(宿日直医情報）の把握し対応している。平日は
学内の保健管理センターで対応できる。)  
・学内の大きなイベントと講習が重なった場合や，米子キャンパス（医学部）で講習を
おこなう際（特に平日）の駐車スペース確保を検討する必要がある。 
・受講者が多い講習は，休憩時間が不足する場合がある（たとえばトイレ等）ので，来
年度は時間割の見直しを行う必要がある。 
・米子キャンパス（医学部）の場合，幹線道路を挟んでキャンパスが分かれているため，
受付場所がわからずに迷う受講者が少数ではあるがいるので，引き続き周知方法を検討
する必要がある。 
・米子市，倉吉市での講座数をさらに増やすことを受講者から要望されている。 
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